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 【肝  付  町】 

 校  務  DX  計  画 

 １  ．  校  務  DX  化  の  現  状  及  び  成  果                                                                            

 ⽂  部  科  学  省  が、  令  和  ５  年  ３  ⽉  に  次  世  代  の  校  務  DX  の  ⽅  向  性  と  し  て、  「校  務  系‧  学  習  系 

 ネッ  ト  ワー  ク  の  統  合」  と  「次  世  代  の  校  務  ⽀  援  シ  ス  テ  ム  の  整  備」  と  「ク  ラ  ウ  ド  活  ⽤  を  前  提 

 と  し  た  GIGA  ス  クー  ル  環  境  の  積  極  的  活  ⽤」  を  ⽰  し  た。 

 本  町  で  は、  デー  タ  の  ク  ラ  ウ  ド  管  理、  ゼ  ロ  ト  ラ  ス  ト  の  考  え  ⽅  に  よ  る  セ  キュ  リ  ティ  対  策  を 

 念  頭  に  校  務  DX  を  進  め、  教  職  員  間  で  の  情  報  交  換  の  励  ⾏  や  会  議  資  料  の  ペー  パー  レ  ス  化、  校  務 

 処  理  の  負  担  軽  減  が  図  ら  れ  た。  ま  た、  ス  ケ  ジュー  ル  管  理  の  オ  ン  ラ  イ  ン  化  や、  学  校  と  保  護  者 

 間  の  連  絡  ⼿  段  の  デ  ジ  タ  ル  化  が  進  み、  教  職  員  や  校  内‧  校  外  の  学  校  関  係  者  の  負  担  軽  減‧  コ 

 ミュ  ニ  ケー  ショ  ン  の  迅  速  化  や  活  性  化  に  繋  がっ  て  い  る。 

 具  体  的  な  取  り  組  み  は  以  下  の  と  お  り。 

 （１）  校  務  系‧  学  習  系  ネッ  ト  ワー  ク  の  統  合                                                          

    令  和  ７  年  ２  ⽉、  教  員  校  務  ⽤  端  末  を  LTE  通  信  無  制  限  モ  デ  ル  に  更  新、  ク  ラ  ウ  ド  上  で  デー 

 タ  管  理  を  ⾏  う。  こ  れ  に  よ  り、  場  所  を  選  ば  ず  業  務  が  で  き  る  環  境  を  提  供、  教  員  の  働  き  ⽅  改 

 ⾰  に  繋  げ  る。 

 令  和  ８  年  ４  ⽉  の  児  童  ⽣  徒  ⽤  端  末  及  び  ネッ  ト  ワー  ク  更  新  に  よ  り、  １  台  の  端  末  で  全  て  の 

 校  務  が  で  き  る  環  境  （学  習  系‧  校  務  系  ネッ  ト  ワー  ク  統  合）  を  構  築  す  る。 

 （２）  次  世  代  の  校  務  ⽀  援  シ  ス  テ  ム  の  整  備                                                             

 令  和  ６  年  ４  ⽉、  フ  ル  ク  ラ  ウ  ド  の  統  合  型  校  務  ⽀  援  シ  ス  テ  ム  を  運  ⽤  開  始  し  た。 

 （３）  ク  ラ  ウ  ド  活  ⽤  を  前  提  と  し  た  GIGA  ス  クー  ル  環  境  の  積  極  的  活  ⽤                         

 積  極  的  活  ⽤  の  た  め、  環  境  構  築  と  併  せ  て、  教  員  を  対  象  と  し  た  校  務  ⽤  端  末  及  び  校  務  ⽀  援 

 シ  ス  テ  ム  の  操  作  研  修  を  実  施  す  る  他、  令  和  ２  年  度  よ  り  機  器  活  ⽤  に  １  名、  授  業  や  研  修  サ 

 ポー  ト、  機  器  設  定  及  び  操  作  ⽅  法  指  導  等  に  １  名  の  ICT  ⽀  援  員  を  配  置  し  て  い  る。 



 ２  ．  校  務  DX  に  向  け  た  課  題  と  解  決  策                                                                      

 「  GIGA  ス  クー  ル  構  想  の  下  で  の  校  務  DX  化  チェッ  ク  リ  ス  ト  に  基  づ  く  ⾃  ⼰  点  検  （令  和  ５  年 

 12  ⽉  公  表）」  調  査  結  果  に  基  づ  く、  課  題  と  解  決  策  は  以  下  の  と  お  り。 

 課  題  解  決  策  等 

 (１)  教  員  と  保 

 護  者  間  の  連  絡 

 の  デ  ジ  タ  ル  化 

 ①  ク  ラ  ウ  ド  活  ⽤  割  合  が  低  い。 

 「  児  童  ⽣  徒  の  ⽋  席‧  遅  刻‧  早  退  連  絡  」 

 「業  務  時  間  外  の  保  護  者  か  ら  の  問  い  合  わ 

 せ」 

 「学  校  か  ら  の  保  護  者  へ  発  信  す  る  お  便 

 り‧  配  布  物  等」 

 「保  護  者  か  ら  学  校  へ  の  提  出  資  料」 

 「保  護  者  と  の  ⽇  程  調  整」 

 令  和  ６  年  ４  ⽉  の  校  務  ⽀  援  シ  ス 

 テ  ム  導  ⼊  に  よ  り、  児  童  ⽣  徒  か  ら 

 は  ア  ク  セ  ス  で  き  な  い  環  境  で  の  シ 

 ス  テ  ム  活  ⽤  が  可  能  と  なっ  た。  保 

 護  者  の  満  ⾜  度  向  上、  保  護  者‧  教 

 職  員  の  負  担  軽  減  及  び  ペー  パー  レ 

 ス  化  の  た  め、  ク  ラ  ウ  ド  及  び  オ  ン 

 ラ  イ  ン  の  活  ⽤  を  積  極  的  に  推  奨  す 

 る。  ②  オ  ン  ラ  イ  ン  活  ⽤  割  合  が  低  い。 

 「学  校  説  明  会  や  保  護  者  ⾯  談  等」 

 (２)  教  員  と  児 

 童  ⽣  徒  間  の  連 

 絡  等  の  デ  ジ  タ 

 ル  化    

 ①  授  業  中  の  ⼩  テ  ス  ト  等、  定  期  テ  ス  ト  に 

 ク  ラ  ウ  ド  サー  ビ  ス  を  活  ⽤  し  た  CBT  を 

 取  り  ⼊  れ  て  い  な  い。 

 ク  ラ  ウ  ド  サー  ビ  ス  （ク  ラ  ウ  ド 

 ツー  ル、  AI  ド  リ  ル  教  材、 

 MEXCBT  等）  を  積  極  的  活  ⽤  に 

 よ  り、  授  業  の  充  実、  併  せ  て  教  員 

 の  負  担  軽  減  に  繋  げ  る。 

 (３)  学  校  内  の 

 連  絡  の  デ  ジ  タ 

 ル  化 

 ①  オ  ン  ラ  イ  ン  活  ⽤  割  合  が  低  い。 

 「授  業  研  究  会  や  校  内  研  修  等  で  の  協  議」 

 「職  員  会  議  等  の  ハ  イ  ブ  リッ  ド  （対  ⾯‧ 

 オ  ン  ラ  イ  ン）  実  施」 

 「⻑  期  休  暇  期  間  （夏  休  み  等）  の  教  職  員 

 の  動  静  調  査」 

 授  業  研  究  会、  校  内  研  修、  校  務 

 分  掌  の  会  議、  学  校  ⾏  事  関  連  の  会 

 議  に  お  け  る  意  ⾒  交  換  や  反  省  に 

 チャッ  ト  機  能  や  付  箋  ソ  フ  ト  を  ⽤ 

 い、  共  同  編  集  機  能  を  活  ⽤  し、  ⼦ 

 ど  も  の  学  び  と  相  似  形  の  研  修  を  実 

 現  す  る  こ  と  で、  研  修  効  果  向  上  及 

 び  授  業  改  善  が  期  待  で  き  る。  ま 

 た、  在  宅  勤  務  や  出  張  時  等  場  所  を 

 選  ば  ず  参  加  が  可  能  と  な  る  こ  と  に 

 加  え、  会  議  内  容  を  録  画  し  て  お  け 

 ば、  後  ⽇  ⾒  る  な  ど  し  て  議  論  に  追 

 い  つ  く  な  ど、  働  き  ⽅  改  ⾰  に  繋  が 

 る  た  め、  オ  ン  ラ  イ  ン  の  活  ⽤  を  積 

 極  的  に  推  奨  す  る。 



 (４)  そ  の  他  「保  護  者‧  外  部  と  の  や  り  と  り  で  押  印‧ 

 署  名  が  必  要  な  書  類  が  存  在  す  る。」 

 「業  務  で  の  FAX  が  使  ⽤  さ  れ  て  い  る。」 

 ペー  パー  レ  ス  化  や  働  き  ⽅  改  ⾰ 

 の  推  進  が  期  待  で  き  る  た  め、  そ  の 

 必  要  性  に  つ  い  て  学  校  及  び  教  育  委 

 員  会  で  ⼗  分  検  討  す  る。 

 「児  童  ⽣  徒  に  よ  る  パ  ス  ワー  ド  管  理  率  が 

 低  い。」 

 教  職  員  が  情  報  を  ⼀  括  管  理  す  る 

 こ  と  に  よ  る  セ  キュ  リ  ティ  リ  ス  ク 

 や  業  務  負  担  の  軽  減  の  た  め、  ⾃  ⾝ 

 の  端  末  の  パ  ス  ワー  ド  は  本  ⼈  が  管 

 理  で  き  る  体  制  を  整  え  る 

 「⽣  成  AI  の  校  務  活  ⽤  率  が  低  い」  ⻑  時  間  か  かっ  て  い  た  作  業  （教 

 材  や  テ  ス  ト  問  題、  校  外  学  習  等  の 

 ⾏  程  作  成、  研  修  資  料、  保  護  者  向 

 け  お  知  ら  せ  ⽂  書  の  た  た  き  台）  が 

 効  率  化  す  る  な  ど、  働  き  ⽅  改  ⾰  に 

 繋  が  る  た  め、  研  修  実  施  や  実  践  事 

 例  の  周  知  等  に  よ  り  ⽣  成  AI  の  積  極 

 的  な  校  務  活  ⽤  を  推  進  す  る。 


